
外国人技能実習生の事前基礎教育

保温ベトナムハノイ学校ご説明

保温ベトナム実習協議会

野田工業(株)、(株)ショーケン、島工業(株)、ニチアス（株）(株)ミヤデラ断熱
向井建設グループ



保温ベトナム実習協議会（＊1）

向井建設(株)のご指導を受け、外国人技能実習制度を活用し外国人就労の推進を目的に平
成27年8月に関東協会内に設立。 今後全国組織に展開予定。

現在、日本の建設業は作業員の高年齢化、若年層の建設業離れと慢性的な人
手不足に陥っています。そこに昨今の建設ラッシュ、短工期化が加わり人手不足が
急速に進んでおり、実際の建設現場では工期遅れやそれを防ぐための無理な残業、
や経費の拡大、未熟な作業員による施工不良など実被害も出始めています。これ
らの問題は施工業者だけに留まらず、元請会社さらには施主様にも多大な損害を
与えることになります。
ただ、その解決策の一つである外国人実習制度は、各国の施工方法の違い、言葉
の問題、習慣の問題によるトラブルになる事も絶えません。
今回保温ベトナム実習協議会（＊１）は、技能実習生として日本式の施工方法を
修得した優秀な作業員を現地で事前育成することにより、心強いパートナーとして
活躍することが可能になります。事前基礎教育訓練を支援するとともに外国人実
習制度（＊２）の活用を図り、優秀な人材育成を通じて国際社会への貢献を果たし
て参ります。
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（＊2）外国人技能実習制度（国際研修協力機構（JITCO）ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋）

開発途上国等の青壮年労働者を一定期間我が国の産業界に受け入れ、
技能、技術、知識（以下「技能等」という。）を修得させることにより、当該開
発途上国への技術等の移転を図り、かつ、「人づくり」に寄与する国際的な
人材育成事業。

現行の外国人技能実習制度の仕組み

外国人技能実習制度とは （厚生労働省HP「実習制度の仕組み」より抜粋）

国際貢献のため、開発途上国等の外国人を日本で一定期間（最長５年）に限り
受け入れ、ＯＪＴを通じて技能を移転する制度。
技能実習生は、入国直後の講習機関以外は、雇用関係の下、労働関係法令等
が適用されており、現在全国に約１６万人在留している。

今回送出し機関： 国際人材開発及び建設株式会社（ＮＩＢＥＬＣ 本社ハノイ）



保温ベトナム技能実習フロー

受入企業（会員会社） 保温協会にて参加企業を募集

保温ベトナム実習協議会

選抜試験の１ヶ月前に募集

実習候補生の選抜試験（数学・体力・面接）

送 出 し 機 関

４ヶ月間の講習
＊日本語の取得：Ｎ５取得と同等
＊建設現場における安全知識
＊日本の習慣とマナー
＊専門技術（保温）

ＧＡＴＥ：ベトナム ハノイ近郊学校

入 国 審 査 受入企業が入国管理局に就労
ビザ申請（２～３ヶ月掛かる）

入 国

日本国内で監理団体による法定講習を
１ヶ月１６０時間受講

就 労 ・ 現 場 配 属

現在参加企業：野田工業(株)、(株)ショーケン
島工業(株)、(株)ミヤデラ断熱
ニチアス㈱

協議会は向井建設㈱グループ

監 理 団 体

法務省認定監理団体：企業連合組合
（ＥＵＣ）が担当

基本３年間、希望により＋２年間



選抜試験

実習生の応募は選抜試験の１ヶ月前から行い。募集人数の４倍の応募がある

選抜試験スケジュール

数学のテスト

一般常識のテスト

９０分

腕立て、荷物揚げ

合格候補者は身体検査を受診し
健康体の候補者を合格とする



日本語の事前講習

日 本 語 教 育

日本語能力試験
N5ﾚﾍﾞﾙと同ﾚﾍﾞﾙまで
教育を行います。



建設安全の事前講習

安 全 教 育

資料・写真・ビデオ等で講習



保温、空調衛生設備の事前講習

専 門 座 学

資料・写真・ビデオ等で講習

保 温 施 工 実 習



評価制度

日本での生活の事前講習

習 慣 と マ ナ ー

資料・写真・ビデオ等で講習



各式典

入 校 式

受 入 企 業 選 考 会

修 校 式



保温ベトナム技能実習生
現場導入のお願い

人手不足対策の一助に
外国人技能実習制度を活用した保温ベトナム技能実習生の
導入は人手不足対策の一助として期待が高まっております。

２０１５年（平成２７年）から外国人実習制度に取り組み、

第１期生が必要課程を修了し

２０１６年（平成２８年）３月から現場配属になります。

第２期生２０１７年４月、第３期生２０１７年８月現場配属

優秀な人材を
4ヶ月間の研修を終了し実習生全員がＮ５相当の日本語力

を始め、現場に必要な安全知識、基本的な保温施工、現

場のルールやマナー、日本の習慣を取得しています。

手先が器用でまじめな性格で我慢強さも備えています。

人材の確保は必要になってからでは間に合いません。

他力本願ではどんなスキルを持った人材か解りません。

自ら人材育成をすることで、

即戦力となる優秀な人材を

必要な時に現場導入する

ことが出来ます。

保温ベトナム実習協議会
野田工業(株)、(株)ショーケン、島工業(株)、
ニチアス（株）、(株)ミヤデラ断熱



日本保温保冷工業協会、ニンビン省に保温学校を開校
2015/09/15 13:00 JST配信

一般社団法人日本保温保冷工業協会(東京都台東区)は、協会内に「保温ベトナム実習協議会」を
設立し、8月10日に紅河デルタ地方ニンビン省で「保温学校」を開校した。

保温学校の開校は、日本国内における保温分野の人材不足に対応すべくベトナム人実習生を導
入する計画の一環。現在、ベトナム人実習生15名を受け入れており、3か月にわたり日本語教育や
安全技術研修、挨拶・ルール・マナーの教育などを行う。実習生は、2016年にも日本での現場研修を
開始し、3～5年を経てベトナムへ帰国する予定。
同協会は、ベトナム人実習生の受け入れ及び研修を行うことで、2020年に開催される東京オリン
ピックなど、日本国内における今後の大型プロジェクトの施工に貢献できる体制作りを目指す。

日本保温保冷工業協会は、保温保冷に関する、建設工事会社、資材販売会社、資材製造会社の
510社で構成される専門業界組織。「保温・保冷」は、熱の損失を防ぐ省エネルギー対策として重要で、
地球温暖化対策において不可欠な役割を担っている。


